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３
地
区
（
北
松
原

地
区
、
藤
久
保
第

一
地
区
、
富
士
塚

地
区
）
の
土
地
区
画
整
理
事
業
の
早
期
完
成

を
め
ざ
し
支
援
を
し
ま
す
。
富
士
塚
土
地
区

画
整
理
事
業
は
、
昨
年
２
月
に
埼
玉
県
か
ら

組
合
が
認
可
さ
れ
、
業
務
代
行
方
式
に
よ
り

３
年
間
で
完
成
す
る
予
定
で
す
。
鶴
瀬
駅
か

ら
国
道
２
５
４
号
線
ま
で
の
鶴
瀬
駅
西
通
り

線
が
全
幅
員
で
開
通
し
ま
す
。
藤
久
保
地
域

拠
点
と
し
て
の
整
備
を
進
め
、
魅
力
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
図
り
ま
す
。

藤
久
保
交
差
点

の
交
通
渋
滞
の

解
消
、
歩
行
者

の
安
全
を
図
る
た
め
、
交
差
点
の
右
折
禁
止

の
解
除
を
進
め
ま
す
。
幹
線
５
号
線
歩
道
整

備
は
、県
道
か
ら
幹
線
19
号
線
ま
で
完
成
し
、

用
地
交
渉
を
進
め
歩
道
拡
幅
の
早
期
完
成
を

め
ざ
し
ま
す
。
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
策

定
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
県

か
ら
平
成
25
年
度
の
国
の
補
正
予
算
に
よ
り

快
適
な

都
市
基
盤
整
備
へ

安
全
で
安
定
し
た

水
の
供
給

魅
力
あ
ふ
れ
、

喜
び
い
っ
ぱ
い
、

幸
せ
に
な
れ
る
町

公
園
の
整
備
と

緑
化
の
推
進

未
来
の
子
ど
も
た
ち
に

ク
リ
ー
ン
な
環
境
を

道
路
な
ど
の
事
業

執
行
可
能
と
の
連
絡
が
あ
り
、
前
倒
し
要
望

し
て
い
ま
す
。
住
民
の
交
通
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
道
路
の
危
険
箇
所
、
事
故
多
発
箇

所
等
に
道
路
照
明
灯
・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
・
路

面
標
示
等
を
設
置
し
、
安
全
の
確
保
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
道
路
照
明
施
設
総
点
検
業
務

を
実
施
し
ま
す
。

浄
水
場
の
心
臓
部

で
あ
る
水
中
ポ
ン

プ
を
、
耐
用
年
数

が
過
ぎ
て
い
る
も
の
か
ら
取
替
工
事
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
水
道
使
用

量
の
検
針
業
務
を
委
託
し
て
き
ま
し
た
が
、

水
道
料
金
の
徴
収
業
務
を
含
め
委
託
と
し
完

全
民
営
化
を
進
め
ま
す
。
一
般
下
水
道
事
業

は
、
近
年
発
生
す
る
集
中
豪
雨
、
ゲ
リ
ラ
豪

雨
対
策
と
し
て
、
雨
水
管
を
太
く
し
ス
ム
ー

ズ
な
排
水
に
す
る
布
設
替
工
事
を
進
め
て
い

ま
す
。
雨
水
管
の
な
い
箇
所
が
あ
る
藤
久
保

第
４
区
地
内
の
雨
水
管
布
設
工
事
を
行
い
ま

す
。
公
共
下
水
道
事
業
は
、
藤
久
保
に
あ
る

第
１
中
継
ポ
ン
プ
場
の
汚
水
ポ
ン
プ
機
器
の

点
検
を
実
施
し
ま
す
。
富
士
塚
土
地
区
画
整

理
地
内
の
公
共
下
水
道
管
整
備
事
業
は
、
引

き
続
き
富
士
塚
土
地
区
画
整
理
組
合
に
公
共

下
水
道
整
備
業
務
委
託
を
し
整
備
し
ま
す
。

「
三
芳
町
緑
化
推
進

協
議
会
」
を
設
置

し
て
更
な
る
住
民

参
加
に
よ
る
緑
化
を
進
め
ま
す
。
そ
の
協
議

の
中
で
「
三
芳
町
み
ど
り
の
条
例
」
を
策
定

し
ま
す
。
公
園
整
備
は
、
緑
地
公
園
に
隣
接

す
る
民
間
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
借
用
し
、「
自

然
の
森
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
公
園
」
を
新
た

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
各
種

ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
よ

る
健
全
育
成
の
場
と
し
、
く
つ
ろ
ぎ
の
場
と

し
て
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
新
た
に
３
か
所
公
園
が
開
園

す
る
予
定
で
す
。
藤
久
保
第
一
土
地
区
画
整

理
事
業
地
内
２
か
所
（
第
１
号
街
区
公
園
、

第
２
号
街
区
公
園
）、
ま
た
富
士
塚
土
地
区

画
整
理
事
業
地
内
に
お
い
て
１
か
所
（
第
２

号
街
区
公
園
）
で
す
。
緑
地
保
全
事
業
に
つ

い
て
は
、「
三
芳
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
隊
」
と

の
協
働
に
よ
り
平
地
林
を
管
理
し
緑
地
の
環

境
整
備
に
努
め
ま
す
。
公
園
等
施
設
管
理
事

業
は
、
公
園
や
子
供
広
場
の
安
全
・
安
心
利
用

を
目
的
に
、
遊
具
の
安
全
点
検
や
修
繕
、
清

掃
、樹
木
剪
定
等
の
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

東
日
本
大
震

災
に
よ
る
福

島
第
一
原
子

力
発
電
所
の
事
故
か
ら
３
年
に
な
り
ま
す

が
、
今
な
お
放
射
線
の
影
響
に
対
す
る
不
安

が
住
民
の
皆
さ
ん
に
残
っ
て
い
ま
す
。
消
費

者
の
食
品
等
へ
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る

た
め
、町
内
で
消
費
さ
れ
る
食
品
や
飲
料
水
、

自
家
消
費
を
目
的
に
生
産
栽
培
し
た
農
産
物

な
ど
の
検
査
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
温

暖
化
対
策
は
、「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
を
普
及

さ
せ
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
と
、
人
と
環
境

に
や
さ
し
い
快
適
な
生
活
環
境
の
実
現
を
め

ざ
し
ま
す
。
引
き
続
き
環
境
に
や
さ
し
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

置
者
に
補
助
金
事
業
を
継
続
し
て
実
施
し
ま

す
。
ふ
じ
み
野
市
と
の
共
同
に
よ
る
広
域
ご

み
処
理
施
設
、
ふ
じ
み
野
市
・
三
芳
町
環
境

セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
は
、
昨
年
９
月
か
ら
平

成
28
年
度
稼
働
に
向
け
建
設
工
事
が
開
始
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
先
駆
け
、
本
年
６
月

に
余
熱
利
用
施
設
が
供
用
開
始
さ
れ
ま
す
。

町
で
は
、
ク
リ
ー
ン
活
動
や
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
活
動
が
積
極
的
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
一
方
で
、
道
路
や
公
園
な
ど
へ
の

タ
バ
コ
の
吸
殻
や
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
、
路
上

喫
煙
、
犬
の
フ
ン
の
放
置
な
ど
、
公
共
の
場

を
利
用
す
る
人
の
モ
ラ
ル
の
低
下
を
指
摘
す

る
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状

況
を
踏
ま
え
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
町

を
清
潔
で
き
れ
い
な
町
に
し
、
安
全
で
快
適

な
生
活
環
境
を
推
進
す
る
た
め
に
「（
仮
称
）

三
芳
町
を
き
れ
い
に
す
る
条
例
」
を
策
定
し

ま
す
。

三
富
新
田
の
農

業
は
人
と
自
然

を
、
過
去
と
未

来
を
、
先
進
国

と
途
上
国
を
結
ぶ
、
３
０
０
年
の
歴
史
を
超

え
て
先
人
達
が
残
し
継
承
さ
れ
て
き
た
人
類

の
大
切
な
財
産
で
す
。
私
た
ち
の
使
命
は
、

三
富
新
田
の
持
続
可
能
な
農
業
を
世
界
に
発

信
し
、
守
り
、
そ
し
て
、
後
世
に
継
承
し
て

い
く
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。
今
、私
た
ち
は
、

三
富
新
田
が
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
る

大
き
な
チ
ャ
ン
ス
の
前
に
い
ま
す
。
農
商
工

連
携
６
次
産
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
は
、

今
年
度
も
支
援
し
ま
す
。
み
よ
し
野
菜
ブ
ラ

ン
ド
化
推
進
支
援
事
業
で
は
、「
み
よ
し
野

菜
」
の
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
、
産

地
間
競
争
に
勝
ち
抜
け
る
「
農
業
の
町
・
三

芳
」
を
め
ざ
し
ま
す
。
今
年
度
も
「
世
界
一

の
い
も
掘
り
ま
つ
り
」
を
開
催
し
、「
三
芳

町
」
の
野
菜
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。
東
京
か

ら
30
ｋ
ｍ
に
位
置
し
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
良

さ
か
ら
、
気
軽
に
日
常
生
活
と
は
違
う
体
験

や
活
動
が
出
来
る
潜
在
能
力
が
高
い
地
域
で

す
。
引
き
続
き
着
地
型
観
光
に
取
り
組
み
ま

す
。
都
市
部
か
ら
の
日
帰
り
旅
行
者
等
を
対

象
に
、
野
菜
の
収
穫
、
菜
の
花
摘
み
、
蛍
観

賞
な
ど
の
支
援
も
行
い
、
作
成
し
た
ガ
イ
ド

マ
ッ
プ
な
ど
で
広
く
三
芳
の
文
化
や
歴
史
や

農
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
加
盟
し
た

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
自
治
体
連
絡
協
議

会
は
加
盟
自
治
体
が
広
が
る
中
で
、
お
互
い

に
情
報
収
集
や
調
査
研
究
を
行
い
、
研
修
会

や
意
見
交
換
会
を
実
施
し
、
町
の
魅
力
を
創

造
し
地
域
の
内
外
へ
と
広
め
ま
す
。
地
域
経

済
活
性
化
事
業
は
、
地
域
経
済
活
性
化
懇
談

会
の
提
言
を
受
け
、
農
商
工
連
携
を
図
る
と

と
も
に
、
町
内
企
業
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
を
進
め
ま

す
。
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
整
備
効
果
に
は
、
利

便
性
の
向
上
、産
業
の
活
性
化
、観
光
促
進
、

ま
た
東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
災
害
時
の
支

援
物
資
の
搬
送
や
救
急
搬
送
な
ど
で
も
着
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
さ
ら
に
関
係

機
関
と
の
協
議
を
進
め
る
中
で
具
体
的
な
実

施
計
画
の
策
定
に
向
け
て
、
住
民
の
皆
さ
ま

と
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
進
め
ま
す
。
消

費
相
談
事
業
は
、
消
費
生
活
に
関
す
る
ト
ラ

ブ
ル
が
多
種
多
様
化
し
て
お
り
、
消
費
行
政

に
つ
い
て
将
来
に
わ
た
り
、
持
続
的
に
基
金

等
を
活
用
し
て
体
制
を
整
備
強
化
し
ま
す
。

まちづくりは、日々小さなことの積み重ねであり、一人一人の住民の皆さまの声や、願いの積み重
ねだと思います。一日にして豊かな明るい三芳町を創ることはできません。雨の日も、風の日も、
雪の日も、晴れの日も、日々一歩一歩歩んでいくしかないのです。しかし、一歩一歩歩んでいけば、
かならず千里の道も目的地に着くことができると信じています。

「進一歩」
失敗を恐れず、チャレンジし続ける。成功するまでやり続ける。初心に立ち返り、一歩を歩む一年
にしたいと思います。一日一日に、一つひとつの施策の積み重ねに「三芳町」の命運がかかってい
ると肝に銘じ、皆さまの声を真摯に受け止め、町政発展のために尽力してまいります。住民の皆さ
ま並びに議員各位におかれましては、なお一層のご理解とご協力を賜りますよう重ねてお願い申し
上げ、私の平成 26年度施政方針といたします。

―　三芳町長　林　伊佐雄　―

むすびに

公
共
交
通
の
導
入

長
年
の
政
策
的
課

題
で
あ
っ
た
新
た

な
公
共
交
通
の
導

入
に
つ
い
て
は
、
３
か
年
を
か
け
た
政
策
研

究
所
公
共
交
通
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
政

策
提
言
を
受
け
、
共
通
乗
降
場
方
式
の
デ
マ

ン
ド
交
通
の
試
行
運
転
を
地
域
公
共
交
通
会

議
の
承
認
を
経
て
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
町
内
の
デ
マ
ン
ド
交
通
の
需
要
、
住
民

の
移
動
状
況
等
を
把
握
し
、
デ
マ
ン
ド
交
通

が
町
内
の
交
通
弱
者
の
移
動
の
助
け
と
な
る

か
そ
の
効
果
を
検
証
し
、
将
来
的
な
導
入
の

可
能
性
を
探
り
ま
す
。

環
境
と
調
和
し
た

活
気
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

未
来
に
、
世
界
に
羽
ば
た
く
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に


